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家庭生活に関する調査
高校生の家庭経済に関する意識調査一一
An Investigation on Family Life 
一－ Report on Senior High School Students' 
Consciousness of Their Domestic Economy －一一
沢 井 泰子
Tailくo SA WAI 
I はじめに
高等学校の教科・ 家庭の科目 「家庭一般」は女子必修であり，その目標は， 「衣食住及び保
育などに関する基礎的 ・基本的な知識と技術を家庭経営の立場から，体験的・総合的に習得さ
せ， 家庭生活を合理的に営み，その充実向上を図る能力と実践的態度を育てる」となっている。
即ち高校では，管理面を重視することが明確に示され，生活領域である衣食住の管理のみで
なく ，家庭生活を総合的に管理する能力と態度を育てることが示されている。
家庭生活における人間 （家族） ・物資・金銭 （家庭経済） ・時間・ 労力（家事労働）等を有
機的な関連において理解させ， 家庭経営に役立つ総合的な経営能力を育てることが位置づけら
れているわけである。
従来，本道でも高等学校の教科・科目「家庭一般」の指導について研究は進められてきたが，
家庭生活全体の調和を考える基礎になっている家庭経済の運営に視点をあてた指導法の研究は
少なしミ。家庭生活の問題を中心に考える家庭科教育において，経済管理の問題は現代では最も
重視されなければならないことであ り， この面の指導体制の確立が急がれる。
また，学習指導要領では 「家庭一般」 の履修は，従来から女子必修科目と され，男子が履修
する位置づけはなかったが，昭和57年度から実施されている新学習指導要領では，第8節第3
款の（3）に男子が選択して履修する場合の配慮事項が示されている。 「家庭一般」4単位を全て
の女子に必修という意図を考えるとき，男子が選択して履修する 「家庭一般」の内容として，
中学校の学習経験や日常生活の実態把握のもとに，適切な指導内容についての研究は，本道の
高校の家庭科教師にと って大きな課題ではなかろうか。
このことから，家庭経済に関する生徒の意識と実態を把握し，今後の指導上の基礎資料を得
ることを目的として調査を実施したので考察を試みる。
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E 調査方法
1.調査対象及び人員
調査対象は，高等学校全日制普通科（男・女），工業科，家政科と し，男女別の数に大差がな
いようにし，対象生徒は全て2学年とした。調査人員は，総計1,575名 （女子生徒数821名，
男子生徒数754名）である。
2.調査の時期
昭和57年3月中旬から下旬の期間で行った。
3.調査用紙
家庭経済教育研究会作成の調査事項を用いた。
4.調査方法
協力校に調査用紙を配布し，調査時間の設定はH.R.，または教科の時聞を利用するなど学校の
実情にそって調査するよう依頼した。
回収した調査用紙は，回答をマークシート方式でカードに記入し，コ ンピューターで処理を
行なった。
5.処理の方法
集計は，男女別に行ない，それぞれの項目での百分率を図表化して考察した。
設問に対し，順位をつけずに二つ， または三つ回答する項目については，項目ごとに回答さ
れた総計をそれぞれ百分率で示した。
いくつかの観点から，項目聞の関係をクロス集計して，考察を行った。この分については，
実数で、示したO
無回答については，それぞれの図表の最後に示した。
6.協力校
λ＂－ 云二 科
調査校数
調査生徒数（人）
1 .家庭環境
表1 調査対象
普 通科｜工業 科 ｜家政科 計
6 I 2 I 5 I 13 
803 （女子 416I I I 男子 387I男子 371I女子 40111, 575 女子 754
il 調査結果とその考察
家族構成は，図lにみるように核家族は女子（82.2%）男子（83.6%）と予想を上回り，核
家族化が一段と進んでいる。
母の仕事については，男女と も家事専従が多く， 常勤18%については予想を下回った。 外勤
のパー ト， 自営には男女の差が大きし）0
女子（N=821)
回答数N=821
以下同じ
男子（N=754)
回答数N=754
以下同じ
女子（N=821)
2. 0 
男子（N=754)
① 
①農業・ 林業・水産業
図1 あなたの家の家族構成はどうなっていますか。
図2
② 
① ®~g ④ 
75. 3 
75. 9 
①両親と子供 ②父親と子供
③母親と子供
④両親と祖父母と子供
⑤ 両親と祖父（またほ祖母）と子供
⑥ その他 ⑦ 回答なし
お父さんの仕事についてお答え下さい。
③ ④ ⑤ ⑥⑦⑧⑨ 
20.4 28. 3 7. 7 I 13. o 
25.1 29. 3 8. 4 I 14. 5 
0.4 
（%） 
3.7 
（%） 
② 商工自営 j商店主・小工場主・建具店主主ど従業員
l 9人以下の小企業経営者
⑥経営 ・管理 i従業員10人以上の会社 団体 ・公的機
専門職 ｛関の管理職，・ 経営者，医師，弁護士，
③技能職 I機械操作担当の技能職，建築等の現場作業
作業職 1員，守衛，管理人，など ⑦無職
l教員
④ 事務職 j会社 ・団体・公的機関の事務職員，看護婦，
技術職 l研究・設計 ・実験等の技術職員，など
③ その他 ③回答なし
⑤販売員 I 商店員，飲食店員，遊技場員，理
サービス業従事 ！容員，販売集金などの外交員，
｜ボー イ ，ガイド，家政婦などのサ
1ー ビス業務員
図3 お母さんの仕事についてお答え下さい。
① ② ⑤ 
女子（N=821) 18. 6 lv'. 5 36. 9 
男子（N=754) 18. 0 26. 8 9. 9 37. 3 
①常勤 ②外勤のパート
④ 自営（商 ・工・ 農・自由業など）
⑥ その他 ⑦回答なし
2.共働きについての意識
⑥⑦ 
（%） 
③ 内職
⑤ 家事専従
71 
共働きについての意識では，図4にみられるように 「妻は家事育児に専念する方がよい」に
ついて女子15.3%，男子30.2%と大きな差があり，また 「妻も生涯を通して働いた方がよい」に
ついては，男女とも全体の割合は少ない。
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あなたは夫婦共働きについてどのように考えていますか。
② 
37. 8 
図4
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③ 
37. 4 
① 
15. 3 女子（N=821)
3. 8 
2. 3 
（%） 
妻は家事育児に専念する方がよい。
子供が生まれるまでは共働きをし，出産後子供が小
さいう ちは家にいるべきである。
家事育児に支障がない範囲で働きに出るのがよい。
妻も生涯を通して働いた方がよい。
その他 ⑥ 回答なし
29.4 
?
???
30. 6 
① 
② 
30. 2 男子（N=754)
3.生活の価値観
幸福な家庭生活のために，特に重要と思うものについて，順位をつけずに二つ選ばせたが，
男女とも同じ傾向で 「家族の健康J「家族閣の感情，家族の生活姿勢 ・態度」 「経済的な面」
の項目を選んだものが多かった。
幸福な家庭生活のために特に重要と思うもの三つ選ぶ図5
40 (%) 30 
24.4 
34.4 
男（N=754)
10 20 目
家族聞の感情，家族の生活
姿勢・態度
項
① 
10 20 
女（N=821)
40 30 
26.1 
家族の健康② 36. 5 
③子供のしつけや教育
経済的な面④ 19. 0 
生活時間の面⑤ 
衣食住などの技術⑥ 
生活の総合的管理運営
その他
⑦ 
0.4 
4.家計の短期計画
現在ほしいものについての調査である。 女子は 「着る物jと答えたものが圧倒的に図6は，
多く， 男子は「趣味に関するもの」が最も多い。また，男女とも 「その他」が10%以上もあり
内容の推察が難ししミ。
⑩ ⑨ ⑦⑧ ⑥ 
20.4 
いま何がほしいと思いますか。
1. 0、②①④⑤’1.2 
2. 7什I4. 3 Ii 
図6
① 
48. 2 女子（N=821)
（%） 9.9 
着る物 ② 食べる物 ③ 住む所
自分の部屋 ⑤勉強に関するもの
趣味に関するもの ⑦遊びに関するもの
スポーツに関するもの
その他 ⑬ 回答なし
??????
48. 7 14. 5 男子（N=754)
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図7は，小遣いの額についての調査である。女子は小遣い額2,000円から5,000円未満の区分
しかに回答したものが多く，男子は3,000円から6,000円未満の区分に回答したのが多かった。
と回答したのは男女とも意外に多かった。
0.4 
あなたが小遣いとして自分で使うわ金は月どれだけですか。
⑨ 
15. 7 
⑧ 
5. 0 
⑦ 
15. 5 
⑥ 
17. 8 
⑤ 
19.4 
④ 
17.0 
0.1 
「わからない」し，
（%） 
⑥ 4,000円～5,000円未満
⑦ 5, oco円～6,000円未満
③ 6, 000円以上
⑨わからない
⑩ 回答なし
19.4 
① 500円未満
② 500円～1,OCJ円未満
③ l, 000円～2,000円未満
④ 2, 000円～3,000円未満
⑤ 3, 000円～4,000円未満
5. 6 18. 7 18. 6 16. 5 13. 0 
1. 6 
男子（N=754)
「家族から月毎に決めて図9は，小遣いの入手方法と使い方についての調査である。図8'
必要に応じてまたもらうことがあるJは男女とも27%をしめている。一方， 図9にもらうが，
みられるように，男女とも「小遣いの範囲内で思いついたものを買っている」が圧倒的に多く
「いつも不足するのでアルバイトをして補っている」「いつも不足するので追加してもらう」と
の合計が18%以上である状況から， 小遣いの使い方について計画性がないことが示されている。
あなたはどのようにして日常の小遣いを得ていますか。
⑤ 
27. 6 
② 
50. 4 
図8
① 
16. 5 女子（N=821)
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1. 6 
27.1 
?
?????
1. 2 49.1 14.ι 男子（N=754)
回答なし⑦ 
あたなは小遣いをどのように使っていますか。図9
④ 
15. 0 
③ ② 
51. 3 
（%） 48. 3 I 11. 4 
小遣いはなるべく使わないで貯金する。
小遣いの範囲内で計画的に使っている。
小遣いの範囲内で思いついたものを買っている。
いつも不足するので追加してもらう。
不足した時は貯金をおろしてやりく りしている。
いつも不足するので，アルバイ トをして補っている。
回答な し
20. 7 
6.1 
??
??????
20‘ 
① 
女子（N=821)
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アルバイトについての調査である。未経験者は女子35.4%，男子24.6%と差がある。図10は，
50,000円以上のアルバイト額と回答したのは，女子20.3%，男子39.9%である。
自分で働いてお金を得た経験がありますが。あるという人は1年にどれだけ得ましたか。
⑨ 
0.4 
o. 8 
⑧ 
20. 3 
⑥ ⑤ ④ 
??
35. 4 女子（N=821)
図10
（%） 
⑥ 30, 000円～40,0〔O円未満
⑦ 40, 000円～50,0〔0円未満
③ 50, 000円以上
⑨回答なし
39. 9 
①ない
② 5, 000円以ド
③ 5, 000円～10,000円未満
④ 10, 000円～20,000円未満
⑤ 2J, 000円～30,000円未満
24. 6 男子（N=754)
「ぎちんとつけている」と回答したのは，図11は， 小遣い帳の記入についての調査である。
女子15.2%，男予44.2「一度もつけたことがない」の回答は，男子5.3%と低く ，女子1.3%, 
%であり，男女の差が大きしミ。
⑤ 
あなたは小遣い帳をつけていますか。
④ ③ 
図1
② 
15. 0 
① 
11. 3 15.2 58. 5 女子（N=821)
0 
0.4 
（%） 44. 2 
きちんとつけている。
時々つけている。
かつでつけたことがある。
l度もつけたことがない。
回答なし
????
??
44. 9 男子（Nニ 754)I 5. 3 I 5.2 
「つけている。 時々その内容をみて知ってい図12は，家計簿の記入についての調査である。
女子48.0%，男子48,6その内容はみたことがない」 の合計をみると，「つけているが，とる」
と回答したのは，「わからない」%であり，家計簿をつけている家庭は50%弱と推察される。
女子より男子に多かった。
⑤ 
? ?
?
??
あなたの家では家計簿をつけていますか。
③ 
38. 2 
② 
22. 2 
図12
① 
25. 8 女子（N=821)
（%） 
つけている。時々その内容をみて知つでいる。
つけているが， その内容をみたことは寺ぃ。
つけでいない。
わからない。
28. 9 
?
?
???
22.1 
回答なし⑤ 
31. 4 17. 2 男子（N=754)
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図13，図14は，エンゲル係数にかかわる調査である。両図とも「わからない」の回答が男女
半数近くあり，この項目についての認識度はかな り低い。
図13 成人男子について，食物費として1ヶ月どれく らい使っているか知っていますか。
①②③ ④ ⑤⑥⑦ ⑧⑨ 
0. 7,, , , 
9. o I 13. 4 
0.4 
0.4 
（%） 
女子（N=821) 11.4 8. 0 3.4 49.3 
10. 6 14. 6 10.1 I 9. 5 44.3 
2: 9 ???????
?
〜
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?
?
?
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?
?
?????
????? ???
?
?
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? ?
?
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??
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?
?
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?
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?
?
?
?
〜〜〜
〜
?
?
?
??
? ?
??
??
??
??
?
?
???
??
?
??
?
??
??
?
?? ?
??
??
???
?
?
?
?ょ
?
?
?
? ?
?
?
図14 日本の平均的な家庭のエンゲル係数（生活費に占める食物資の割合）はどれくらい
だと思いますか。
③ ④ ⑤ ⑥⑦ 
好（N=8却峠5 I 12. 3 15. 8 I 1.s16.3114.8 
/r1.6 I ／ I 9. 8 l 男子（N=754）’8.4 I 比 5 13. 5 I I，十 3.9 
⑧ 
41.0 
0. 2 
0.6 
（%） 43.1 
?
??
??
?
?
』?
??
?
?
?
??
??
?
?
???
?
?
?
?
??
?
??
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
? ?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
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図15は，貯蓄率の認識を調査したものである。各項目とも男女の差は余りない。 「20%程度」
とするものが最も多く，次いで 「10%程度」 である。 「わからない」の回答が男女と も20%台
であり，その割合が高い。
図15ボーナスを除く毎日の収入でJl'.i金の割合はどの程度がよいと思いますか。
② ③ ④ ⑤ ⑥ 
女子（阿21)I 26. 7 32. 8 11.6 l J2.9 24. 0 
1.1 
男子（N＝叫 J
1. 5 
22. 9 35. 0 l 11.1 14.] 22. 2 JI悦）
2. 9 ① 貯金の必要はない ② 10%程度
③ 20%程度 ④ 30%程度 ⑤ 40%程度
⑥ わからない ⑦回答な し
5.家計の長期計画
図16は，生活設計をするために，特に重要だと思うものについて順位をつけず、に三つ選ばせ
たが， 「健康J「お金」 「家族jの項目を選んだものが最も多く，男女の差はなかった。
図17は，教育費が最も多くかかる時期の予想、についでの調査である。夫の年齢を「40歳前後」
としたものが女子31.1%，男子32.3%, 「45歳前後」としたのは女子41.8%，男子39.5%であ
り，男女の差は余りない。核家族化しているので 「50歳前後」 「55歳前後」としたのは極めて
少ない。
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図16生活設計をするために，次のことがらについて特に重要だと思うものを三つ選ぶこと。
女（N=821) 男（N=754)
(%) 40 30 20 10 I頁 目 10 20 30 40 (%) 
23. 3 I ①家 ：仁；：；122.9 8. 6 I ｜②労
26. 8 I ③わ 金 I 24. 9 
6.1 I ｜④時 間 7. 9 
1.11 ⑤学 歴 1. 9 
28. 7 I ；司⑥健康 28. 0 
①生治H原 ~5. 6 
o. 3 I／⑧無効 。
図17 教育費が最も多くかかるのはいつごろだと思いますか。
② ③ 
31. l 
④ 
41. 8 
（夫の年齢）
① 30歳前後
④ 45歳前後
⑦ 60歳前後
???? ?? ????????
?
?? ? ?
??
1. 5 
（%） 
0.4 0. 5 
③ 40歳前後
⑥ 55歳前後
⑨回答なし
男子阿54）は＿ 9. 7 32. 3 39. 5 
図18は，老後の生活費をどのように考えているかについての調査である。 「老後の生活資金
の貯蓄をしたり，保険に加入しておく」の回答は女子57.1%，男子44.0%である。 「子供にめ
んどうをみてもらう」については，女子7.1%に対し，男子11.7%と男子の方が他者依存の傾
向がみられる。
図18 あなたの老後の生活費はどのようにしたいと考えていますか。
女子（N=821)
① 
57.1 
② 
22. 9 
③④⑤⑥ 
男子（N=754) 44. 0 29. 5 
2.1 
」ー、
11. 7 （%） 
① 老後の生活資金の貯蓄したり，保険に加入しておく。
②年金や，恩給で、生活する。
③ て子供にめんどうをみてもらう。
④老人ホームなどの公の機関の世話になる。
⑤ その他 ⑥回答なし
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図19は，不時の災害に対する備えについての調査である。男女とも 「保険」が圧倒的に多く
図20の結果をみても，保険は万ーのときの費用と考えられている。
図19 不慮の事故に備えるために、次のどれがいちばん適当だと思いますか。
① ② ③ ④⑤ 
女子（N=821)I 16. 8 
男子（N=754)[ 1. 0 
78. 6 
83. 4
①貯金 ②株や債券
④土地，建物などの不動産
図20 生命保険は何のためにしますか
男（N=754)
3. 8 
3. 7 
③保険
⑤回答なし
女（N=821)
(%) 40 30 20 10 項 目 10 20 30 40 (%) 
30. 6 ① 
②万ーのときの葬式代
③ 医療費や入院費
④ 災害 ・交通事故に備え
で
⑤老後の生活資金
⑥子供の教育・結婚資金
⑦貯蓄のため
⑧税金が安くなるので
⑨ その他
o. 4I⑬無 効 D 1.2 
29.4 
（%） 
図21は，貯蓄の目的について，順位をつけず三つ選ばせたが， 「病気や不時の災害の備えと
して」が男女とも第l位である。第2位に多いのは 「子供の教育費や結婚資金に充てるため」
であるが，女子22.4%に対し男子15.5%と差があった。 また，第三位に女子は「老後の生活の
ため」をあげているが，男子は「自動車，家具などのま とまった金額の物品を購入するため」
と回答したのが多い。
図21 貯蓄は何のためにしますか。主な目的を三つ選ぶ。
女（N=821)
(%) 40 30 20 10 項 目
①病気や不時の災害の備えとして23. 7 
22.4 ② Z供の教育費や結婚資金に充てるた
③土地 ・家屋の質入れや家屋の新増改
築，修理のため
④老後の生活のため
⑤ 自動車 ・家具などのまとまった金額
の物品を購入するため
⑥旅行など余暇を楽しむため
⑦納税のため
⑥特に目的はないが貯蓄しでいれば安
心だから
⑨ その他
0. 3 U⑩無効
男（N=754)
10 20 30 40 (%) 
20.1 
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6.購入と消費
図22は，品物を購入する時，一番重視する事項についての調査である。 「値段」と回答した
のは女子26.3%，男子15.1%, 「品質」と回答したのは女子19.4%，男子12.4%と男女に差が
あり，女子は品質より多少でも値段の安いものと目先きにと らわれた買物をする傾向がみられ
る。
図22 あなたが品物を購入する時，次のどれを一番重視して買いますか。
① ② ③ 
19. 4 
o. 5 
（%） 
女子（N=821) 35. 2 26. 3 
男子（N=754) 39. 0 15.1 27.1 
①好 み ② 値 段 ③品質
④分 量 ⑤ 使用目的 ⑥店の種類
⑦店のサービス ③ 買う時期
⑨ その他 ⑩ 回答なし
図23は，買物をするとき，何を参考にするかの調査である。各項目と も男女の差が現れてい
る。特に 「自分で調べる」については男子50%以上の高率で、あるのに対し，女子は27.6%であ
る。女子は「家族や友だちの経験Jの回答が多いことから，自分の判断のみで購入することは
極めて弱い。また， 「消費センターの情報」については，男女とも極めて低い回答であり，正
しい情報を収集して活用することについては消極的である。
図23 物を買うときに何を参考にしていますか
女子（N=821)
① 
28. 8 
④ 
27.6 
⑤ 
22. 7 4. 0 
（%） 
o. 6 
男子（N=754) 18. 4 10.1 50. 9 14. 3 3. 7 
①家族や友だちの経験
②テレビのコマーシャルやちらし
③消費生活センターの情報
?
?
??
?
??????
??
?
?
? ?
? 」
?
?
図24は， 耐久消費財の購入の参加状況についての調査である。男女とも， 各項目同じ傾向で
「ほとんど入らない」と「全然入らない」の合計が女子28.7%，男子29.3%であり，家計運営
への参加が少ない。
図24 あなたの家で耐久消費財を買う時， あなたは相談の中に入りますか。
① ②③ ④ 
女子（N=821) 20.6 46.1 19. 7 
（%） 男子（N=754) 19. 8 41. 9 20. 9 8. 4 
①いつもいっしょに相談する。 ④全然入らない。
②時々相談の中に入る。 ⑤その他 ⑥ 回答なし
③ほとんど入らない。
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7.家庭科教育
図25，図26は，家庭科についての意識と興味についての調査である。家庭科の中で特に重要
な領域として，男女とも「家庭経営」を第一位にあげ，次に「食生活」 「保育」の順になって
いる。しかし，重要で、あるという意識とは別に，興味ある領域については，男女とも「食生活」
を第一位にあげ，次に女子は 「｛呆育」 「住生活」， 男子は「家庭経営」 「住生活」として，男
女の特徴がみられる。
女子（N=821)
男子（N=754)
図25 家庭科の中で特に重要だと思うのはどの領域ですか。
① ②③④⑤⑥ 
1. 9 
3.1 
34. 0 
3. 9 
34. 9 
11. 8 47. 8 
0.6 
5. 71 9. 4 42.0 
①衣生活②食生活③住生活④保育
⑤家庭経営（家族関係，家庭経済，家庭管理を含む）
⑥回答なし
図26 家庭科の中で特に興味のある領域はどれですか。
① ②③ ・④⑤⑥
女子（N=821)I 10. 8 46.4 8.4 26. 7 
男子（N=754)I 6. 5 39. 8 12. 5 1. 8 
①衣生活②食生活③ f主生活④保育
⑤家庭経営（家族関係，家庭経営，家庭管理を含む）
⑥回答なし
N 分析と考察
Eでは，調査の結果を項目ごと に図表化し， 男女別の全般的な傾向について述べたが，
では，調査項目聞のかかわりについて意識を分析してみる。
1.職業に対する意識
ザ守」ー 、ー
表2は，家族構成により，夫婦共働きについてどのような意識をもっているかの関連をみた
ものである。 （図lと図4の回答聞のクロス。回答数は各項目とも標本数（1,575人）より回答
なしを除いた実数である。一以下同じ扱いー〉
核家族（両親と子供，父親又は母親と子供）と拡大家族 （三世代家族）では，若干の違いが
でている。 核家族では， 「子供が生まれるまでは共働きをし， 子供が小さいうちは家にいるべ
きであるJの回答数が多く，拡大家族では， 「家事育児に支障のない範囲で働きに出るのがよ
い」と回答した数の方が上回っている。
表3は，母親の仕事と夫婦共働きについてどのような意識をもっているかの関連をみたもの
である。 （図3と図4のクロス）
母親の仕事が常勤と外勤パートでは， 「家事育児に支障がない範囲で働きに出るのがよい」
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表2 家族構成による夫婦共働きへの意識
妻が 子をは 家事f動き 妻いあなたは夫婦共働き はよ 供し も、し が、家 生 ;; にについて どのよ 事家 生出に 育出 涯を
うに考えていま ま産後い
児る
れる にの 通
あなたの 回 すか 育 る子べ 支障がよ し の児 ま｛共き て
家の家庭構 公同;: でがで 7う干しミ ｛動
数 専念 lまイ、ぁ な L冶成は，どのよ 、さる Lミ た
（人） す 共い 範囲 方
他
うになっていま る 働う が
すか 方 きち で よ
両 親 と 子供 1 186 272 413 397 35 69 
父 親 と 子供 22 3 6 10 1 2 
母親 と 子 供 92 25 37 25 4 
両親 と視父母と子供 56 10 15 24 4 3 
両親と祖父（又は祖母f共〕
と 子 177 35 57 66 6 13 
そ の f也 32 8 15 7 。 2 
表3 母親の仕事による夫婦共働きへの意識
妻が 子をは 事家｛動き 妻いあなたは夫婦共働き はよ ｛共し も、しミ が 、家 生 そについて，どのよ 家 生出に 育出 iJI 
うに考えていま
事 ま産後子い 児る をれる にの 通
お母さん 回 すか
育 るベ 障支がよ し の児 まf共き て
の仕事につ 答 でがで がい ｛動専 は小あ な し、
いてお答え下 数 ノペ会五、 、さ る L、 た 他す 共い 範 方さしミ。 （人） る ｛動う 閤 が
方 きち で よ
常 勤 289 40 93 126 11 19 
外勤 のパー ト 346 56 105 150 13 22 
内 職 43 8 19 13 2 1 
白 メ邑,, 209 38 77 70 7 17 
家 事 専 従 583 185 214 140 13 31 
そ の f也 90 25 32 30 1 2 
と回答した人は，それぞれ半数近く をしめているのに対し，母親が家事専従である場合，同ヒ
項目については3分のlの回答を下回っている。また，家事専従は 「妻は家事育児に専念する
方がよい」については，3分のl近くの回答があるのに対し， 常勤と外勤のパート では，それ
ぞれ回答が極めで少ない。
2.小遣いについての意識
表4は，小遣い額と入手方法の関連をみたものである。 （図7と図8のクロス）
小遣い額のそれぞれについて 「家族から月毎に決めてもらう」が多い。小遣い額 6,000円以
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上の回答の中には 「家族から月毎に決めてもらうJの割合は，他の小遣い額の人より多い。
表4 小遣い額と小遣いの入手方法との関連
あなたは，どのよう 家 家 家 家 家必あ 他け
にして，日常の小 族 族 族 族 族要る のでか か か か かlこ 人家
遣いを得ていま 勺 ら 勺 勺 ら応 にの
すか
必 昨月井一 週 半 毎月てじ も人
要な
t井－ij: 
時月井一 らか
あなたが にま つり 言十と j夫 i夫 決た たは
小遣いとし 回 き め め 決 めも ももも て て め てら のら
て自分で使う 答 ら も も て もう をわ
お金は月どれだ 数 J 勺 り も 勺こ f吏7しな' フ J り うと
けですか （円） （人） フ がが だ
500 未 i荷 17 3 6 1 。 5 2 。
500～ 1, 000未満 21 4 11 。 。 4 。 2 
1,000～ 2,000未満 99 20 49 1 24 1 3 
2,000～ 3,000未満 237 30 144 2 。 53 2 6 
3,000～ 4,000未満 284 37 140 4 。 83 5 15 
4,000～ 5,000未満 286 49 140 1 3 82 1 10 
5,000～ 6, 000未満 268 37 123 3 2 86 4 13 
6,000 以 上 83 15 41 1 1 16 1 8 
わから をい 275 129 47 2 76 5 15 
表5は，小遣いの使い方と小遣い帳の記入についての関連をみたものである。 （図9と図11
のクロス）
小遣いをどのよ うに使っているかについての各項目とも，小遣い帳を「一度もつけたことが
ない」と匝答したのが多い。特に「いつも不足するのでアルバイトを して補っているjと回答
した人に，小遣い帳を「一度もつけたことがない」 の回答が多かった。表4の結果を合わせて
分析しでも，金銭の管理面についての意識は極めて低い。
表6は，小遣いの入手方法と家庭での家汗簿の記入についての関連をみたものである。 （図
8と図12のクロス）
小遣いの入手方法について回答の多い上位三っとも，家では家計簿を 「つけていない」の数
が多p。表5とのかかわりでみる と，現在，自分達も小遣いI践の記入はしていないと回答した
数が極めて多いことから、家庭の金銭管理の姿勢の影響ともみられる。
表7は，小遣いの使い方のかかわ りから，品物を購入する時の判断と参考事項の関連をみた
ものである。 （図22と図23のクロス）
品物を購入すると き。一番重視するものとして「好み」 「品質」 「値段」 「使用目的」の上
位四つをみても 「自分で調べる」の回答が圧倒的に多いが， 「とくに参考にしない」という回
答も見逃すことはできない。消費者としての正しい判断で，自分で選択できる能力を養う指導
について一層配慮の必要がある。
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表5 小遣いの使い方と小遣帳の記入についての関連
（人）
き 時 か
あなたは小遣帳を ち つ 度も々 てつけていますか。 ん てコ コーと コー け たけてコ lす た
rt て 」
て があと カと" し当 し通 な
る る る Lミ、＼、＇.， 、
小遣いはなるべく使わないで貯金する 69 14 10 26 19 
小遣いは範囲内で計画的に使っている 327 49 37 165 76 
小遣いは範囲内で思いついたものを貝つ 785 52 78 428 227 ている
いつも不足するので追加してもらう 208 7 19 111 71 
不足した時は貯金をおろしてやりくりする 95 6 10 57 22 
いつも不足するのでアルバイ トをしで補 84 4 8 33 39 っている
表6 小遣いの入手方法と家庭での家計簿の記入状況についての関連
（人）
日あ常なσたJま、遣とベσミごょ問、、う＼、て、こごぜ、で、＼付＼あ＼な＼たをミミっグト空実1すでて（文いまト家ま計す＼簿か
日寺知 つ内容がな つ わつ々つ け か
け内n仕.,. で けはしミ
て い てみ で ら
いをる いた しミ
るみ るこ 'd. な
て と ＇ミ L、
家族から必要なと きにもら う 242 39 53 106 44 
家庭から毎月に決めてもらう 782 175 229 247 131 
家族から週毎に決めてもらう 14 2 6 3 3 
家族から半月毎に決めてもら う 9 1 3 2 3 
軍族から月毎に決めてもらうが必要にめ 430 109 104 144 73 じてま戸こもらうことがある
他の人からもらったものを使うだけで家 21 5 4 6 6 の人からはもらわない
そ の 他 73 11 22 23 17 
3.家庭科に対する意識
表8は，家庭科 で特に重要と思 う領域への認識と実際の興味の関連をみたものである。
（図25と図26のクロス）
認識と興味が同じであると回答したのは， 「衣生活」 から 「家庭経営」 まで極 めて少ない。
重要な領域に「衣生活」「食生活」と回答した半数以上が興味ある領域に 「衣生活」「食生法」 と
回答しているが，重要な領域に 「保育」「住生活」 をあげ，興味ある領域に 「保育」 「住生活」
と回答 したのは半数を下回っている。特に「家庭経営」を重要と回答し，興味の領域を「家庭経営」
と回答 したのは3分のlにとどま っている。
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表7 購入する時の判断と参考事項との関連
（人）
あた臨次量、んな伺視ご＼すしμ摘Jるれ干＼＼量をE物ど、き番2を司す子〉買、ヵト参＼う必考と＆＇－..きこま。トし二す＼て何y＼か" を＼ミ
庭家験 アン 消 l 自 とな そレャ 費の 分
や ピjレ
生i舌情報 で友 のや 去とア の
達 コち セ 調 考
の マ 勺 ノ /'( 
経 ！し タ る し ｛也
宮子 み 581 132 74 6 217 132 20 
｛直 段 329 80 59 1 107 71 11 
口に口I 質 363 85 41 6 179 45 7 
分 量 7 2 1 2 2 。 。
使用目的 219 64 25 2 83 39 6 
店の種 類 4 。 。 3 。 。
店のサービス 12 2 1 3 3 3 。
貿 う 時期 17 4 4 6 1 
そ 。〉 他 32 3 3 。 9 2 15 
表8 家庭科の領域における認識と興味との関連
（人）
の重は家と、庭中要トベ＼で科だのJ舎仮と家＼思店ふ一庭、でう科三Eηすι：下か丈谷＼中歩以よイ｛てれる＼入持俄でも下）だ＼一す興かま＼峠ど
衣 食 住 ｛呆 家
庭
生 生 生
経
1舌 活 活 育 営
衣 生 1舌 38 20 11 4 。 3 
食 生 1舌 539 46 339 51 70 33 
f主 生 活 75 9 23 23 12 8 
f呆 育 167 13 58 7 78 11 
家 庭経営 703 50 251 78 145 179 
V おわりに
以上，高校生を対象とした調査の結果を報告し，若干の考察を試みた。
調査対象者は，札幌市内が全体の 3分の 2，地方が3分の lという割合であったため，家族
構成では核家族80%以上と予想、を大幅に上凶ったものと思われる。
家計の短期計画については，小遣いの使い方や家計への関心が薄く ，思いつきで物品を買っ
ている数が男女ともその割合が極めて高いのは，生活への計画性についての関心が薄いことを
示している。 エンゲル係数，貯蓄率など 「わからない」とする数が多く，これらの認識度は，
かなり低い。生徒は，個々の家庭の実態をどうと らえているのか，生活の実態把握がなくて家
庭の経済生活への協力は生まれないのではないか。
家計の長期計画については，生涯を通しての時間的把握や金銭的把握の認識度は低い。
購入と消費については，男子に比べ，女子の方が比較的安易な考えを持っている。消費者教
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育は学校教育のみに課せられるものではないが，家庭科では教科内容とのかかわりが深く， 多様
な取り扱いができるので，生活の合理的な運営について， 消費者としての実践的な学習の展開
を工夫しなければならない。
家庭科教育においては， 「領域名」についての認識と興味の調査であ り，教科内容にはふれ
なかった。家庭経営領域の重要性を認めながらも，興味を示さないということは本道に限られ
たことではなく， 全国的にも調査例が多い。
0 他領域に比べ実験・実習が少い。
0 教室内での一斉授業が多い。
0 内容が衣生活，食生活のように現在の自分の生活に直接的なものでない。
認識と興味が一致しない理由は，上記のようにいろいろな面から指摘されているが，興味深
い領域としての教材研究を進めなければ，教科 ・科目 「家庭一般」の目標 「・・…・家庭経営の立
場から体験的 ・総合的に・…一.・Jに即する指導に迫ることは難しいだろう。
生活の基盤である家庭の経済生活に関心と興味を高める指導のポイ ントをどこにおくか。ま
た，生徒の学習意欲を喚起する教材研究の進め方などについて課題は多いのであるが，以上の
調査の実態を生かし，今後家庭経済教育の在り方について研究を進めていきたい。
本調査に協力いただいた高等学校に心から謝意を表します。
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